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（財）ロータリー米山記念奨学会 
２００５年６月１３日発行 

１．寄付金速報 ～ 今年度残りあと１ヵ月 

５月までの寄付金は、前年同期と比べ 4.4％減、約６千万円の減少でした。普通寄付金が 1.7％

減、特別寄付金が 5.7％減です。普通寄付金をまだ納めていないクラブが５月末時点で 37 クラ

ブあります。普通寄付金・特別寄付金ともに、６月 30 日（木）当会口座入金分までが今年度の

寄付実績となります。お早めの送金にご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

２．寄付金納入明細表をホームページに掲載 

理事、ガバナー、地区米山奨学委員長および寄付増進委員へ毎月送付している「寄付金納入明

細表」をホームページにアップしました。最新の地区別寄付金累計額やランキング、また、各地

区のクラブ別累計額などを閲覧したり印刷したりすることができます。このページへのアクセス

には、ID とパスワードの入力が必要です。まずは下記のページから事務局へご連絡ください。 

米山奨学会＞ロータリアンのためのページ：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/r_member/r_m_01.html 

（米山奨学会ホームページ【http://www.rotary-yoneyama.or.jp/】のトップからも入れます） 

 

３．2005 学年度米山奨学生 オリエンテーション開催 

今年も全国 34 地区で、主に新規奨学生を対象としたオリエンテーションが、一斉に開催され

ました。その一部をご紹介します。 

第 2780 地区（横浜市・川崎市以外の神奈川県）

では、例年、一泊二日でオリエンテーションを開催

しています。準備や運営にあたっては、米山奨学委

員をはじめとするロータリアンだけではなく、学友

会メンバーが、受付や懇談会をはじめ、学友会活動

の紹介を担当するなど、積極的に関わっています。

こうした協働の姿が、新規奨学生の意欲や期待を高

めます。 

第 2770 地区（埼玉県南東部）では、中国籍の先

輩から新規奨学生に向けた挨拶のなかで、中国の反

日問題に触れ、「日本で友好関係を築いている自分

にとって悲しい出来事」とスピーチする一幕がありました。 

第 2520 地区（岩手県・宮城県）は、東北地方のブロック紙『河北新報』に、奨学金授与の様

子が取り上げられました。 

 

2780 地区学友会主催の懇親会でくつろぐ奨学生



４．米山学友主催シンポジウム「新しい地域社会への提言 ― 国際共生への道 ― 」開催 

2005 年 6 月 5 日（日）、神奈川県藤沢市民会館で、国際ロ

ータリー第 2780 地区（横浜市・藤沢市以外の神奈川県）の

米山学友会が企画・運営するシンポジウムが開催されまし

た。当日は 100 人を超える一般市民、都内や大阪から駆け

つけた留学生のほか、ロータリアン、米山奨学生・学友合

わせて総勢320人が参加する大きなイベントとなりました。 

基調講演：諸星
もろほし

 裕
ゆたか

氏「新しい地域社会への理解」 

自らの海外生活体験や、海外大学の日本校校長を務めるなかで生じた異文化摩擦の実例を交

えながら、国際化の真の意味や今後の社会に求められる意識、さらに民間団体が果たすべき

役割について熱弁をふるい、会場を魅了した。 

パネルディスカッション：「どうする？異文化間のコミュニケーション」 

米山学友のほか、元小学校ＰＴＡ代表、国際学級を担当する現役中学校教師らがパネリスト

として登場。言葉・文化の壁、宗教への認識不足から生じる摩擦など、日本で暮らす外国人

の立場が主張されると同時に、それを受け入れる日本人や教育現場からの声が交差し、双方

向の理解を促す有意義な内容となった。 

外国人が日本の地域社会で共生し、円滑なコミュニ

ケーションを実現するために、米山学友として尽力した

い――。今回の試みは、こうした願いから始まりました。

そして、同地区の理事やガバナー、委員長をはじめと

するロータリアンも、こうした活動を積極的に後押しして

います。日本で暮らす米山学友の力を発信する好例と

して、今後、さらなる学友会の活躍が期待されます。 

※このシンポジウムについては『ロータリーの友』8 月号よねやまだよりで詳しくお知らせする予定です。 

 

５．近日発行！巣立った元米山奨学生たちの活躍を紹介する『米山学友の群像』 

「我々が育てた奨学生が、今どのような分野で活躍しているのか知りたい」。 

米山奨学事業の理解促進に欠かせない要素として、学友の情報を求めるロータリアンの声が

年々高まっています。そこで今回、これまでに少しずつご紹介してきた学友を中心に、米山奨学

会が輩出した学友の近況を冊子にまとめました。 

『米山学友の群像 ～ Yoneyama Alumni in the World ～』と題した本冊子は、6 月 30 日の

理事会・評議員会を皮切りに、10 月の米山月間資料にもお使いいただけるよう、7月上旬に全ク

ラブへ配布する予定です。ご期待ください。 
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